
                     

2019年 11月 13日 

 

各 位 

                       会 社 名  株式会社ディ・アイ・システム 

                    代表者名  代表取締役社長  長田  光博 

                                               （コード番号:4421 東証ＪＡＳＤＡＱ） 

                                         問合せ先    常務取締役  関亦  在明 

                                          （ T E L .  0 3 - 6 8 2 1 - 6 1 2 2 ) 

 

 

上場調達資金使途変更に関するお知らせ 

 

 

当社は、本日開催の取締役会において、2018 年９月 13 日付「有価証券届出書」、2018 年 10 月２日付

および 2018年 10月 11日付「有価証券届出書の訂正届出書」における、2018年 10月 19日の新規上場に

て調達した資金の使途を一部変更することを決議いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１．変更の理由 

当社は、資金使途について「①名古屋支店オフィス移転に関する資金、②システム投資資金、③

本社オフィス移転に関する資金、④借入金の返済資金に充当する予定であります。」とお知らせいた

しましたが、以下の理由により調達資金の使途及び支払予定時期の一部を変更いたしました。 

当初計画のうち、名古屋支店オフィス移転に関する資金については、仲介手数料・差入保証金の

増額及び内装設備等の追加により、支出時期及び支出金額を変更しております。 

システム投資については、当初予定のとおり資金を充当し、さらなる内部管理体制の強化と企業

価値向上に努めてまいります。 

本社オフィス移転については、当初予定のとおり 2020年９月期中の移転を見据えた移転先の検討

を進めてまいりましたが、当社の大阪事業所オフィスと接している借室が 2020年１月に空室となる

ことが判明したため、大阪事業所オフィス増床の検討も併せて進めてまいりました。その結果、よ

り高い投資効果が見込めると判断し、当初予定の本社オフィス移転から大阪事業所オフィス増床に

資金の使途を変更することといたしました。これにより当初予定よりも支出が減少しております。 

以上の当初計画に充当しなかった資金については、2020 年９月期における借入金の返済資金の一

部に充当いたします。 

 



２．変更の内容 

   資金使途の変更の内容は次のとおりです。変更箇所には下線を付しております。 

（変更前） 

具体的な使途 時期 金額 

（千円） 

名古屋支店オフィス移転 2019年９月期 59,513 

システム投資 2020年９月期 110,812 

本社オフィス移転 2020年９月期 89,500 

借入金の返済 2020年９月期 84,455 

 

（変更後） 

具体的な使途 時期 金額 

（千円） 

名古屋支店オフィス移転 2019年９月期～2020年９月期 79,443 

システム投資 2020年９月期 110,812 

大阪事業所オフィス増床 2020年９月期 50,938 

借入金の返済 2020年９月期 103,087 

 

３．今後の見通し 

   本件資金使途の変更が当社の連結業績に与える影響は軽微であります。 

 

以上 

 


